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・一つの論文について、関連するキーワードが複数対応している場合があります。
・and検索がしやすいよう、キーワードを「A個の視点からみたキャリア発達」「B組織の視点からみたキャリア発達」「C支援体制」「D関連領域」に
分けてつけています。
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〔研究のテーマ〕 

『 働くこと、キャリアを発達させること、そして生涯発達すること 』 

〔博論・修論・卒論のテーマ〕  

■学校から社会へ 

・大学時代のサークル活動経験が若手社員の社会人基礎力に及ぼす影響（B）  

・職業上必要とされる能力の構造化方法の検討－ＦＳＭ法を用いて－（B）  

・就職決定支援プログラムの効果分析（M）  

・学校から職業への移行に関する研究（M）－就職活動による自己成長感と入社初期の適応との関係－  

・大卒若年就業者のキャリア発達プロセスと影響要因に関する研究（D）  

■「働くこと」と「キャリア形成」 

・職場における関係性が職業アイデンティティに及ぼす要因について（M） 

・上司からの育成行動を期待する要因と上司への働きかけ（M）－部下自身の能力向上のために－  

・上司に「期待されること」への感情がその後の行動に及ぼす影響 

－企業で働く 職業人を対象として－（B）  

・キャリア自律のプロセスと影響要因に関する研究（D）  

・仕事の取り組みがキャリア・パースペクティブに及ぼす影響要因について（M） 

・職業キャリア意識が仕事への活力とキャリア適応力に及ぼす影響（M）  

・キャリア自律、キャリア充実感、組織コミットメントの関係（M）  

・異動に伴う変化への対処行動がキャリア主体性に及ぼす影響（B）－継時的変化に焦点をあてて－  

■職場におけるさまざまな課題 

・職場における同僚間の達成動機の伝播に関する研究（M）  

・労働環境激変期においての就労者の内的要因がやる気に及ぼす影響（M） 

・管理職忌避的傾向に関する研究（M） 

・プロジェクト・マネジャーの省察とプロ意識の関係（M） 

・IT 系技術者チームのチーム・エンパワーメントに影響を与える要因（M） 

・スペシャリスト志向社員のチーム・コミットメント形成に影響を及ぼす要因（M） 

・大企業経営者のキャリア支援意識形成のプロセスについて  

  －仕事、職業キャリア発達、心理・社会的発達の考察から－（M） 

・中国で現地採用者として働く日本人のキャリア志向  

  －キャリア・アンカーから見る国内志向者との比較－（M）  

・女性のライフキャリアにおけるトランジションに関する研究（M）  

・男性の職場における男女平等意識（B）  

・企業従業員の援助要請行動に影響を及ぼす要因について（M）  

・不正の対処行動を規定する要因に関する検討（B）  

■トピックス 

・調停人はどのように調停の場に関わるか－調停人の理念と葛藤及び成長に 関する考察－（M）  

 

 

１．概要 

キャリア支援のニーズは近年の雇用不安を背景にそ

の重要性がますます高まっている。しかしながら、人

材育成や支援環境が整備されている大手企業従業員へ

の支援は一定程度整備されてきてはいるものの、中小

企業やそこで働く個人への支援体制はほとんどに整備

されていないのが現状である。一方で、働く個人を支

援する人の質的向上が課題であり、そのための継続的

な支援システムの整備と学習機会が求められている。

そこで、本プロジェクトでは具体的な活動内容として、

以下の 3 点を中心に施策を推進していく。主に中小企

業などで働く個人を対象に、①直接的な支援として『キ

ャリア相談室』を運営、②キャリア形成について学び

自分のキャリアについて考える機会を提供する『働く

ことを考えるワークショップ』を定期開催、③その個

人を支援する立場にある人事や人材育成担当者を対象

に『キャリア支援者セミナー』を定期開催する。これ

らの活動を通して地域の支援と活性化を目指す。 

２．実施内容及び成果 

平成 24 年度の活動概要は以下の通りである。 

①直接的な支援として『キャリア相談室』の体制整備

を進め、平成 25 年１月に新規開設した。なお、本

相談室は、人間系「働くひとのためのキャリア相談

に関する細則」として規定された（H24.12.20 付）。 

②『働くことを考えるワークショップ』を開催した。

試行実施（1 回）の後、本格実施（2 回）した。文

京区の広報誌からの応募者を含め、計 32 名が参加

した。 

③『キャリア支援者セミナー』を開催した。「TSKU-

場フォーラム（1 回）」、「イブニング・レクチャー（2

回）」、「キャリア・プロフェッショナルを考える会（3

回）」を開催し、計 336 名が参加した。 

本プロジェクト初年度の取り組みとしては、概ね所期

の目的は達成できたと考える。また、運用体制も概ね

整備された。 

 

講座名 回数 延べ人数 

『働くことを考えるワークショップ』 3 32 

『TSKU-場フォーラム』（平成 24 年 10 月 8 日） 

 テーマ「組織の中で自分らしくあるために」講師：金井篤子氏（名古屋大学教授） 

1 124 

『イブニング・レクチャー』 

①テーマ「働くひとの心理学」（平成 24 年 6月 11 日）：岡田昌毅氏（筑波大学教授） 

②テーマ「被災した従業員のケア」（平成 24 年 12 月 11 日）：松井豊氏（筑波大学教授） 

 

1 

1 

 

124 

37 

『キャリア・プロフェッショナルを考える会』（行政、学校、企業の３領域に分けて開催） 3 51 

 

 

３．地方自治体等との連携 

筑波大学東京キャンパス文京校舎を活動拠点とし、

近隣地域を中心に活動を展開している。具体的には、

文京区、豊島区、その他近隣の区役所、中小企業家同

友会、ハローワーク等との連携を図っている。H24 年

度は、文京区の広報誌に『働くことを考えるワークシ

ョップ』についての参加者公募を掲載した。さらには、

中小企業家同友会との提携について検討を進め、平成

25 年 6 月 8 日（土）には、中小企業家同友会の会員

企業社員を対象とした、『働くことを考えるワークショ

ップ』（試行実施）の開催が決定した。本年度中の本格

実施を計画している。 

４．今後の展望 

本当に支援を必要としている人に的確かつ効果的な

支援を提供できるよう、さらなる施策の検討・推進が

必要である。具体的には、①検討の進んでいる中小企

業家同友会との連携を具体的な施策として立ち上げる

こと、②新設した『働くひとのためのキャリア相談室』

を有効に機能させ、中小企業等で働く個人の悩みの緩

和やつまずきの解消、働く意識の向上に繋げること、

③『キャリア支援者セミナー』をキャリア支援者の学

びと交流の場として定着させることを目指す。 

５．その他 

本プロジェクトは、東京キャンパスに平成元年に設

置された社会人大学院である、筑波大学大学院人間総

合科学研究科生涯発達科学専攻カウンセリングコース

の修了生・在学生と教員によって企画・運営されてい

る。社会人大学院の目的は、社会で活躍している人に

新たな学びの機会を提

供し、社会においてより

一層貢献できる人材を

育成することである。カ

ウンセリングコースで

学び修了・在学中の学生

は、産業・キャリア領域

だけでも、既に 170 名

を超え、それぞれ各分野

の第一線ででコア人材

として活躍している。本

プロジェクトを推進す

るメンバーは、自ら大学

院で学んだことを活か

し、働く個人のキャリア

支援を通じて社会に貢

献したいという強い思

いを持っている。 

 

働く ことについて、 キャリアについて、 考えたい社会人の方のご相談をお受けしております。
個別のキャリアカウンセリ ングにより 、 あなたのキャリア自律を支援いたします。
相談は予約制です。 ぜひお越し く ださい。

〜ご相談内容の例〜
・ 仕事人としての今後のイメ ージをより明確に描きたい
・ キャリ アの方向性を考えてみたい
・ 今の仕事で伸び悩みを感じている
・ 今の働き方になんとなく 不安を感じている
・ 職場の人間関係の悩みを解決したい
・ 仕事とプライベート のバランスに悩んでいる

○筑波大学大学院カウンセリ ングコース（ 社会人大学院） の修了生（ 19名） と教員（ 2名） が中心となって， 平成22

年に発足した社会貢献プロジェ クト 、 Ｔ Ｃ Ｃ Ｐ （ Tsukuba Counseling  course Career Project） のメ ンバーが運営
する相談室です。
○相談員は、 全員が心理キャリア系の有資格者（ 産業カウンセラー、 キャリア・ コンサルタント 、 カウンセリ ング学
会認定カウンセラー、 臨床心理士など） であり 、 かつ現在、 企業や団体でキャリア相談業務や講師を担当しています。

□主催者および相談員の紹介

： 毎週水曜日 19時～21時（ 年末年始を除く ）

□相談室の概要

： 面談（ 50分間／回） 19時〜、 20時〜

： 働く ことについて考えたい社会人の方

： 筑波大学東京キャンパス文京校舎
住所 東京都文京区大塚3−29−1
最寄り駅 丸ノ 内線茗荷谷駅「 出口１ 」 徒歩２ 分程度

： 1 , 600円／回
＊当日お支払いく ださい

： お電話にて承ります TEL： 080-3483-3765
＊留守番電話にて２ ４ 時間受付

＊留守番電話に「 お名前」 、 「 面談希望日時」 、 「 ご連絡先電話番号」 をお話く ださい
＊予約日時の返信は、 毎週金曜日 13時～20時 にいたします

＊予約変更のご連絡は、 前日1 7時までにお願いします
＊開始時刻から1 5分を過ぎてもお越しいただけない場合は、 キャンセルとさせていただきます
＊詳細は、 HPをご確認く ださい http: //w w w .hum an. tsukuba . ac. jp/cou nselin g/

※本相談室では、 具体的なお仕事の紹介、 職場への介入、 医療行為、 治療的カウンセリ ングは行いません。
※個人情報は厳重に管理されます。 研究目的のため個人が特定できる情報を全て取り除いたう えで使用
させていただく 場合があり ます。


